
ど
。
利
用
者
マ
ナ
ー
の
次
元
の
低
さ
に
腹
立
た

し
さ
を
感
ず
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
め
よ
う
な
利
用
マ
ナ
ー
の
悪

い
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
化
さ

れ
、
自
然
の
土
を
忘
れ
か
け
た
子
供
達
が
、
花

を
植
え
た
り
、
芝
生
に
寝
転
が
っ
た
り
、
ブ
ラ

ン
コ
等
の
遊
戯
施
設
で
嬉
嬉
と
し
て
遊
び
廻
っ

六

て
い
る
姿
を
見
た
り
。
公
屋
の
環
境
保
全
の
た

め
、
熱
心
に
除
草
、
清
掃
等
の
愛
護
活
動
を
続

け
て
い
る
住
民
の
姿
を
目
に
し
た
と
き
は
、
も

ろ
も
ろ
の
嫌
な
こ
と
も
忘
れ
、
安
全
な
地
域
施

設
と
し
て
管
理
す
る
仕
事
へ
の
愛
着
を
覚
え
る

も
の
で
あ
る
。

　
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
管
理
者
と
利
用
者

と
は
、
そ
の
立
場
が
異
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
後
に
向
っ
て
は
出
来
る
限
り
多

く
の
機
会
を
利
用
し
、
児
童
公
園
の
管
理
に
対

す
る
諸
問
題
、
利
用
上
の
マ
ナ
ー
等
に
つ
い
て

住
民
と
の
対
話
を
も
ち
、
管
理
者
と
利
用
者
が

一
体
と
な
り
、
良
好
な
公
共
施
設
と
し
て
の
保

全
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
も
の
で
あ
る
。

〈
緑
政
局
南
部
公
園
緑
地
事
務
所
管
理
係
長
〉

一
―
は
じ
め
に

二
―
広
場
の
利
用

三
―
管
理
運
営
に
つ
い
て

四
―
希
望
意
見

元
住
民
で
愛
護
会
を
結
成
、
公
園
課
の
指
導
に

よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
の
十
数
年

間
に
事
故
も
な
く
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
地
域
住

民
の
協
力
と
自
分
た
ち
の
公
園
だ
と
の
自
覚
に

よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
西
大
道
町
内
会
に
は
、
約
六
五
〇
世
帯

が
加
入
し
て
お
り
。
清
掃
・
草
と
り
は
町
内
会

の
婦
人
部
、
青
少
年
部
、
そ
れ
に
婦
人
会
、
老

人
会
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内

会
婦
人
部
は
、
五
班
か
ら
成
り
、
作
業
に
参
加

す
る
の
は
婦
人
部
長
、
副
部
長
を
始
め
、
各
班

の
班
長
で
あ
り
、
班
長
は
大
き
い
班
で
は
二
名
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（
必
児
童
公
園
の
清
掃
活
動

一

　
　
国
道
十
六
号
線
の
金
沢
八
景
を
経
て
、
六
浦

　
橋
か
ら
大
船
Ｌ
鎌
倉
に
適
じ
秦
道
に
大
道
小
学

　
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
五
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

　
い
の
間
を
大
道
町
内
と
呼
び
、
県
営
ア
パ
ー
ト

　
か
ら
朝
比
奈
峠
下
ま
で
の
国
道
を
は
さ
ん
だ
両

　
側
の
住
宅
地
を
、
西
大
道
町
内
会
と
呼
ん
で
い

　
ま
す
。
こ
の
住
宅
は
、
昭
和
十
七
年
、
旧
海
軍

　
技
術
廠
の
工
員
住
宅
と
し
て
建
造
さ
れ
た
、
団

　
地
の
は
し
り
で
も
あ
り
ま
す
。
住
宅
の
間
に
広

　
場
が
あ
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
立
派
な
防
火

　
昭
和
二
十
八
年
町
内
会
が
組
織
さ
れ
、
広
場

は
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
。
あ
る
い
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
旧
海
軍

が
造
成
し
た
土
地
で
す
の
で
所
有
者
の
区
分
も

不
明
の
た
め
、
昭
和
四
十
一
年
土
地
の
区
画
整

理
を
行
い
、
道
路
並
び
に
広
場
を
市
に
移
管
し

た
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
広
場
は
児
童
公
園
に

造
成
さ
れ
て
、
現
在
の
伊
賀
山
公
園
が
で
き
ま

し
た
。
児
童
公
園
に
は
、
鉄
棒
、
滑
り
台
、
二

連
シ
ー
ソ
、
二
連
ブ
ラ
ン
コ
、
プ
レ
イ
ス
テ
ッ

プ
等
が
施
設
さ
れ
、
ポ
プ
ラ
や
つ
つ
じ
な
ど
の

樹
木
が
植
え
ら
れ
、
広
場
の
と
き
と
は
異
な
っ

た
立
派
な
公
園
に
な
り
、
地
元
民
が
心
か
ら
喜

こ
び
あ
っ
た
も
の
で
す
。

三
こ
の
伊
賀
山
公
園
を
管
理
す
る
た
め
に
、
地

管
理
運
営
に
つ
い
て

は
じ
め
に

用
水
が
、
何
ヵ
所
か
あ
り
、
避
難
訓
練
等
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二

広
場
の
利
用

お
わ
り
に

小
山
内
信
之
雛
・

伊
賀
山
公
園
愛
護
会



い
る
の
で
合
計
一
○
人
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に

婦
人
会
の
一
七
人
く
ら
い
を
加
え
た
人
た
ち

で
、
第
一
・
第
三
木
曜
の
グ
ル
ー
プ
と
第
二
・

第
四
木
曜
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
、
作
業
を
す

る
わ
け
で
す
。
従
っ
て
常
に
一
五
人
前
後
は
参

加
し
て
お
り
、
普
通
は
朝
八
時
半
頃
か
ら
三
〇

分
～
四
〇
分
ぐ
ら
い
で
終
り
ま
す
が
、
夏
場
の

草
の
多
い
と
き
や
、
秋
口
の
枯
葉
が
多
い
と
き

伊賀山公園

な
ど
は
、
相
談
し
て
別
の
日
に
も
作
業
を
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
老
入
会
に
は
全
員
で
一
一
○
人
ぐ
ら
い

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
六
人
で
「
生

き
が
い
奉
仕
作
業
団
」
を
結
成
し
て
、
月
に
四

～
五
回
清
掃
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
奉
仕
作
業

団
本
部
を
通
し
て
、
市
か
ら
支
給
さ
れ
る
く
ま

で
、
ほ
う
き
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
作
業
道
具
を

使
用
し
て
、
奉
仕
団
の
旗
を
掲
げ
て
作
業
を
す

る
わ
け
で
す
。
時
間
は
朝
八
時
半
頃
か
ら
十
二

時
頃
ま
で
、
町
内
に
あ
る
伊
賀
山
公
園
、
大
道

公
園
、
杉
の
崎
公
園
の
三
ヵ
所
を
順
番
に
回
り

ま
す
。
こ
の
人
た
ち
の
作
業
に
対
し
て
は
や
は

り
市
か
ら
報
償
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
作
業
を
通
じ
て
皆
が
顔
を
合
わ
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
気
持
ち
の
方
が
強
い
よ
う

で
す
。
奉
仕
団
の
問
題
と
し
て
は
、
六
人
の
他

に
も
加
わ
り
た
い
人
が
何
人
か
い
て
も
、
予
算

の
都
合
な
ど
で
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の

こ
と
も
聞
き
ま
し
た
。

　
町
内
会
の
青
少
年
部
の
作
業
は
、
主
に
子
供

た
ち
に
よ
る
日
曜
日
の
草
と
り
が
中
心
で
す
。

　
日
頃
か
ら
遊
ぎ
器
具
の
点
に
は
特
に
目
を
く

げ
っ
て
、
子
供
た
ち
に
怪
我
の
な
い
よ
う
に

と
、
あ
る
い
は
遊
び
場
に
危
険
物
が
落
ち
て
い

な
い
か
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
等
は
な
い
か
と
、
掃

除
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
い
ち
ば
ん

大
変
な
こ
と
は
、
九
月
の
声
を
聞
く
頃
に
落
葉

が
舞
い
、
風
の
吹
く
ま
ま
西
に
東
に
、
大
変
な

も
の
で
す
。
風
の
や
ん
だ
夜
な
ど
は
、
道
路
に

落
葉
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
敷
い
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
想
え
ば
、
真
夏
の
太
陽
の
照
り
つ
け
る
と

き
、
緑
の
木
影
で
老
人
や
子
供
だ
も
の
憩
い
の

場
所
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
…
。

　
そ
の
他
、
家
の
ま
わ
り
の
草
刈
り
や
下
水
・

側
溝
の
清
掃
な
ど
を
半
年
に
一
回
く
ら
い
、
夏

場
に
は
三
ヵ
月
に
一
回
く
ら
い
、
日
曜
日
に
全

員
い
っ
せ
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
は

ご
主
人
方
も
多
勢
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
清
掃
作
業
に
つ
い
て
は
、
四
季
を
通
じ
て
一

言
の
不
満
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
町
内
の
人
た
ち
に
自
分
た
ち
の
公
園
だ

と
い
う
意
識
が
強
い
た
め
、
皆
一
生
懸
命
に
や

っ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

四

希
望
意
見

　
天
気
の
よ
い
日
に
は
、
小
さ
い
子
供
た
ち

が
、
手
に
手
に
小
道
具
を
持
っ
て
公
園
に
く
り

出
し
て
来
ま
す
。
大
道
公
園
、
杉
の
崎
公
園
に

は
砂
場
が
あ
る
の
に
、
三
公
園
の
中
で
は
一
番

面
積
の
大
き
い
伊
賀
山
公
園
に
は
砂
場
が
な
い

た
め
、
固
い
土
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
堀
り
返
し

て
、
砂
遊
び
を
し
て
い
る
状
態
で
す
。

　
現
在
公
園
の
は
ず
れ
に
屋
根
つ
き
の
″
ち
び

っ
こ
プ
ー
ル
″
が
あ
り
ま
す
。
プ
ー
ル
と
い
っ

て
も
本
当
の
幼
児
用
で
、
三
メ
ー
ト
ル
四
方
、

深
さ
三
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
も
の
で
す

が
、
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
は
立
入
り
禁
止
と
な
っ

て
遊
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
管
理
方
法
を
検
討

し
て
、
こ
の
施
設
を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
か
、
で
き
れ
ば
別
に
公
園
の
一
角
に
小

さ
い
砂
場
で
も
あ
れ
ば
よ
い
な
あ
と
日
頃
思
っ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
金
沢
区
に
は
、
市
民
の
森
も
自
然

公
園
も
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
公
園
で
も
身
近

な
と
こ
ろ
に
あ
る
ほ
う
が
便
利
で
す
。
で
き
る

だ
け
小
公
園
の
設
置
に
力
を
注
い
で
下
さ
る
よ

う
、
地
域
の
住
民
は
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
〈
金
沢
区
西
大
道
町
内
会
愛
護
会
会
長
〉
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